
諮
問
機
関
の
総
合
計
画
審
議
会

市
で
は
、
総
合
計
画
な
ど
に
関
す
る
調

整
や
審
議
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
市
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
「
総
社
市
総
合
計
画

審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

関
は
、
清
水
男
会
長
（
総
社
商
工
会
議
所

会
頭
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
関
係
団
体
や

有
識
者
ら
２０
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
８
月
３１
日
の
１
回
目
の
会
議

で
は
、
策
定
要
領
、
今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
１４
日
か
ら
３０
日
に
か
け
て
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
こ
れ
は
２０
歳

以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た

合
計
５
４
０
０
人
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
回
答
率
は
４７.

２
％
で
し
た
。
そ

の
中
間
報
告
は
、
６
〜
８
ペ
ー
ジ
の
と
お

り
で
す
。

県
立
大
教
授
ら
と
懇
談

新
総
社
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
９

月
３０
日
に
岡
山
県
立
大
学
の
教
授
ら
を
招

い
て
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
大
学

か
ら
は
保
健
福
祉
学
部
、
情
報
工
学
部
、

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
部
長
や
教
授
ら
の
８

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
学
側
か
ら
は
、「
市
民
は
、
安
全
、
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
福
祉
や
医
療
を
望

ん
で
い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
大
学
か
ら
の
支

援
は
可
能
」「
山
間
部
と
都
市
部
を
支
え
あ

う
介
護
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。
今
後
元
気
な

高
齢
者
に
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
た
だ

く
か
考
え
る
必
要
も
あ
る
」「
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
操
作
性
は
将
来
は
格
段
に
向
上
す
る
。

小
中
学
生
に
は
、
５０
年
経
っ
て
も
朽
ち
な

い
国
語
力
、
計
算
力
な
ど
基
本
的
な
知
識

を
し
っ
か
り
学
ん
で
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｔ
の
操

作
技
術
は
そ
の
後
で
十
分
」「
ま
ち
づ
く
り

は
商
業
が
大
事
。
イ
オ
ン
倉
敷
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
型
の

商
業
地
域
が
で
き
な
い
か
」「
市
の
理
念
を

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
種
市
民
団
体
代
表
者
と
の
懇
談

１０
月
１１
日
、
１４
日
の
両
日
に
、
商
工
、

ス
ポ
ー
ツ
、
農
業
、
観
光
、
文
化
、
福
祉
、

環
境
な
ど
各
分
野
の
関
係
者
を
招
き
、
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
や
体

育
協
会
、
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
な
ど
２
日

間
で
延
べ
５２
団
体
７８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
商
業
や
工
業
を
い
か

に
興
し
、
観
光
を
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら

面
へ
つ
な
ぐ
か
が
大
事
」「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
活
性
化
で
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」「
給
食
に
市
内
で
取
れ
た
も
の

を
も
っ
と
使
っ
て
欲
し
い
」「
新
規
就
農
者

へ
何
ら
か
の
助
成
を
」「
鬼
ノ
城
が
工
事
中

だ
が
、
整
備
を
早
め
て
早
く
公
開
を
」「
眠

っ
て
い
る
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
が
必

要
」
「
学
童
保
育
の
整
備
を
早
急
に
」
「
総

社
を
音
楽
で
特
色
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
の

で
音
楽
専
門
ホ
ー
ル
を
」「
障
害
者
を
施
設

だ
け
で
な
く
地
域
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
欲

し
い
」「
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
が
、
タ
バ
コ
の
ご
み
が
非
常
に
多
い
、

禁
止
条
例
な
ど
が
で
き
な
い
か
」「
総
社
市

に
憩
い
の
場
と
し
て
美
術
館
が
欲
し
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
６
か
所
で
住
民
と
懇
談
会

各
種
懇
談
会
に
引
き
続
き
、
１１
月
１２
日
、

１３
日
、
２０
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
市
民

と
の
懇
談
会
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
東
公
民
館
を
は
じ
め
、
清
音

公
民
館
、
昭
和
公
民
館
、
西
公
民
館
、
山
手

公
民
館
、
市
図
書
館
の
６
か
所
の
会
場
に
、

延
べ
２
５
４
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
市
幹
部

職
員
か
ら
の
計
画
策
定
の
趣
旨
や
基
本
方
針

の
説
明
後
、
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
懇
談
が

行
わ
れ
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
要
望
や
質
問

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

延
べ
１
２
５
件
の
要
望
や
質
問
の
う
ち
多

か
っ
た
分
野
か
ら
順
に
、
道
路
（
１２
件
）
、

生
涯
教
育
（
１２
件
）、
地
域
づ
く
り
（
９
件
）、

農
林
業
（
７
件
）
、
防
災
・
治
安
（
６
件
）
、

病
院
・
医
療
（
５
件
）
と
続
き
ま
す
。

「
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
車
道
の
改
良
や

拡
幅
、
新
設
な
ど
の
要
望
や
危
険
箇
所
の
指

摘
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、「
生
涯
教
育
」
に
つ
い

て
は
、
公
民
館
分
館
の
改
修
要
望
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
使
用
料
免
除
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
助
成
、
情
操
教
育
の
重
要
性
な
ど
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。「
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

雪
舟
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
地

域
が
主
体
性
を
も
つ
こ
と
の
意
義
な
ど
の
意

見
が
あ
げ
ら
れ
、「
農
林
業
」
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
問
題
や
農
林
業
の
基
盤
整
備
の
重
要

性
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
防
災
・
治
安
」

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
連
絡
方
法
の
確
認
、

通
学
児
童
な
ど
の
安
全
確
保
の
重
要
性
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
、「
病
院
・
医
療
」
に
つ
い
て
は
、

救
急
医
療
施
設
整
備
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

貴重なご意見を多数いただきました

総合計画審議会で会長に選任され た清水男商工会議所会頭のあいさつ県立大学との懇談会では有識者ならではの見地から意見をいただいた市民団体との懇談会では、実活動にもとづく貴重な意見をいただいた

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
清
音
会
場
で
は
５５
人
の
参
加
が
あ
っ
た

総 社 市 総 合 計 画 策 定 中
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